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N159領域に存在する巨大分子雲は大マゼラン雲内でも最も大規模なものの 1つであり、複数の星団が形成され
ていることから、大質量星/星団形成を探る上で非常に重要な天体である。我々はこれまでのALMAを用いた空
間分解能∼1′′(∼0.24 pc)のCO及びその同位体等の観測により、多くのフィラメント状/シェル状分子雲により構
成されていること、そのフィラメント雲同士の衝突が大質量原始星を形成するトリガーとなっている可能性等を
示してきた (Fukui et al. 2015, Saigo et al. 2017)。しかしながら、これらの観測は太陽系近傍等で見られている
典型的な分子雲のフィラメント幅 (∼0.1 pc)の分解はできておらず、その性質や大質量星形成との関係の詳細を
探るには必ずしも十分ではなかったため、空間分解能 ∼0.′′3 (∼0.07 pc)の追観測を ALMA Cycle 4にて実施し
た (P.I. Fukui et al. #2016.1.01173.S)。本講演では主にN159E-Papillon領域の結果について紹介する (N159W
領域は原田ほか 本年会を参照)。先行観測では 1本のフィラメントとみなしていたものが複数本に空間分解され
たこと、お及びそのフィラメントの典型的な幅は∼0.1 pcと太陽系近傍分子雲と同程度であったことが大きな特
徴である。N159Eにおける大質量星原始星 (通称 Papillon nebula) に付随するH ii領域周辺には高温 (∼70 K) か
つ高密度 (∼105 cm−3)のPillar 状分子雲が確認できた。このPillar はその他のフィラメント雲と同程度の幅を示
しており、それらフィラメント状分子雲が初期条件となって Pillar を形成したと考えられる。


